
青山学院の歩み［24］

　ムーンは米国オハイオ州の出身で、1913
（大正2）年に来日して青山学院の中学部と高等
学部の英語教師となりました。同時に始めた
課外活動「バイブル・クラス」は毎回200名
以上が集まるという盛況ぶりで、生徒からよく
慕われた教師でした。正式機関から派遣された
宣教師ではなく、学院経営に参画することもない
一講師でしたが、その深い信仰、教育にかける
情熱、そして身をもって示された愛は、同僚や教え子
たちに大きな影響を与えました。
　1935（昭和10）年2月11日のこと、青山南町
4丁目を歩行中、タクシー運転手の不注意からムーンは重症
を負うという事故に遭いました。しかし彼女の口からもれたのは、苦痛と呪咀の
言葉ではなく、運転手へのひたすらなとりなしの言葉でした。彼をかばい、貧しい
家庭をかえりみてやまぬムーンの言葉に、本人はもちろんのこと、枕頭に集まった人々
から警察関係者にいたるまで感涙にむせたということです。そしてそれが翌々13日に
召天した彼女の遺言となりました。
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今年度の主題聖句
主に望みをおく人は新たな力を得
　　　　 鷲のように翼を張って上る。
　　　　　　　　走っても弱ることなく、歩いても疲れない。

（イザヤ書  第40章31節）

日　時　１１月１９日（木）  １２時４０分～１３時１０分
場　所　青山キャンパス  ガウチャー記念礼拝堂
演　奏　松浦　光子 （大学オルガニスト）

ランチタイム・コンサート

　１１月１６日（月）は、学院創立１41周年記念日です。学院のルーツをたどると、１８７４（明治７）
年に東京・麻布の本村町に開設されたスクーンメーカーの女子小学校に行きつきます。
ドーラ・E・スクーンメーカー（１８５１～１９３４）は、２３歳の若さで米国のメソジスト監督教会
から初めて日本に派遣された女性宣教師でした。彼女は米国で小・中学校の教師をした
経験を生かし、小学校、しかも女子教育からその働きを開始しました。
　しかし当時の封建的な日本社会は女子教育を行うまで発展しておらず、教具もままなら
ないまま、１０畳たらずの部屋に男子を含めて数人での授業でした。やがてそれが、「救世
学校」「海岸女学校」と発展し、別に発展してきた「美會神学校」「耕教学舎（東京英学校）」
と合流して青山の地で「青山学院」となり、現在に至っています。その間の多くの先達の
信仰的な祈りと努力が、今もキリスト教信仰にもとづいた学問教育の伝統となって青
山学院に脈々と流れています。

青山学院創立記念日

イエス・キリストの降誕を待望する「待降節」を期して礼拝を行い、各キャンパスの
クリスマス・ツリーに灯をともします。当日は授業を短縮して行います。
　日　時　１１月２７日（金）  青山キャンパス   １７時５０分～１８時３０分
　　　　　　　　　　   相模原キャンパス   １６時４０分～１７時２０分

青山学院クリスマス・ツリー点火祭　～降誕を待ち望む礼拝～

マイラ・ベル・ムーン（Mira Bell Moon）

各キャンパスでは、宗教主任が個人相談に応じ、また教会紹介などを行っています。
希望者は、下記オフィスアワーにどうぞ遠慮なくおいで下さい。
教会紹介は宗教センターでも随時行っています。

カウンセリング・教会紹介

【青山キャンパス】
担当者 研　究　室 オフィスアワー
伊藤 　悟
シュー土戸 ポール
大島　 力
塩谷 直也
シェロ マイク
森島　 豊
西谷 幸介

間島記念館1階
〃

８号館８17
間島記念館3階

〃
〃

１７号館1217
宗教センター：間島記念館1階  TEL 03－3409－6537

（木）13：20～15：00
（金）13：20～15：00 
（火）13：30～15：00
（月）15：00～16：00
（火）1３：00～14：00
（水）13：30～15：00
（木）15：00～16：00

担 当 者 研　究　室 オフィスアワー

福嶋 裕子

大宮　 謙

藤原 淳賀

David Reedy

宗教センター：C棟（チャペル）1階  TEL 042－759－6009

C棟（チャペル）2階

〃

〃

〃

（水）12：30～13：30

（木）13：３０～15：0０

（月）11：3０～12：3０

（水）13：3０～14：3０

【相模原キャンパス】

今週の聖句
解説：パウロとアポロがコリントの人々に福音を宣べ伝え、コリント教会ができました。教会員の中で、パウロが指導者だ、いやアポロだ、という論争が起こったのですが、教会
を「成長させてくださったのは神です」、とパウロは宣言します。青山学院にも、この学院の「教育は永久にキリスト教信仰に基づいて行なわなければならない」、という土
台が据えられています。このキャンパスではイエス・キリストという土台に絶えず栄光が帰されるのです。

青山キャンパス／ガウチャー記念礼拝堂
（月～金・10時30分～11時）

相模原キャンパス／ウェスレー・チャペル

「イエス・キリストという既に据えられている土台を無視して、だれもほかの土台を据えることはできません。」（コリントの信徒への手紙 一  第3章11節）

（月～金・10時30分～11時）　　（夕礼拝／火・18時～18時30分）

11月16日（月）11月16日（月） 11月17日（火） 11月18日（水）

11月19日（木） 11月20日（金）11月19日（木）

11月17日（火） 11月17日（火）

11月18日（水） 11月20日（金）

前　奏
招　詞
讃美歌
聖　書

説　教
祈　祷
頌　栄
祝　祷
後　奏

 奏楽　鷺　　晶子

（茶色） 498
マタイ 5：21～26
　　　　　  （新7頁）

「まず仲直りを！」

（茶色） 542

司式　福嶋　裕子
説教　松木　　進
　　　 （八王子教会牧師）

前　奏
招　詞
讃美歌
聖　書

奨　励

祈　祷
頌　栄
祝　祷
後　奏

 奏楽　作井清雅子

（茶色） Ⅱ167（1,3,5節）
エフェソ 3：16,17
　　　　（新355頁）
「聖人伝
 『強いぞクリストフ』
　　　　　　  の巻」

（茶色） 541

司式　大宮　　謙
奨励　加藤　昌弘
　　　 （本学非常勤講師）

司会　文3 橋本 嘉穂
説教　北川美奈子
　　　  （駒澤教会牧師）

司会　営2 佐々木千浩
説教　八木　浩史
　　　  （奥沢教会牧師）

前　奏
招　詞
讃美歌
聖　書

説　教
祈　祷
頌　栄
祝　祷
後　奏

 奏楽　堀井美和子

（灰色） 505
ヨハネ 8：31～38
　　　　（新182頁）

「真理はあなたを」

（灰色） 25

司会　社3 臼田由実香
説教　香月　　茂
　　　  （東小金井教会牧師）

前　奏
招　詞
讃美歌
聖　書

説　教
祈　祷
頌　栄
祝　祷
後　奏

 奏楽　堀井美和子

（灰色） 516
マルコ 2：13～17
　　　　  （新64頁）
「主の招く声」

（灰色） 28

前　奏
招　詞
讃美歌
聖　書

説　教

祈　祷
頌　栄
祝　祷
後　奏

 奏楽　作井清雅子

（灰色） 575
Ⅰコリント 15：58
　　　　（新323頁）
「必読
  『あなたへの手紙』」

（灰色） 26

司式　大島　　力
説教　友納　靖史
　  （常盤台バプテスト教会牧師）

前　奏
招　詞
讃美歌
聖　書

奨　励
祈　祷
頌　栄
祝　祷
後　奏

 奏楽　飯　　靖子

（茶色） 461
Ⅱコリント 12：7b～10
　　　　（新339頁）
「弱いときにこそ強い」

（茶色） 544

司式　シュー土戸 ポール
奨励　黒沼　　健
　　　 （経済学部教授）

夕礼拝

讃美歌（灰色）:讃美歌21
讃美歌（茶色）：讃美歌・讃美歌第二編
讃美歌（緑色）：THE BOOK OF HYMNS

奨励　David Reedy
　（学院宣教師・理工学部教授）

前　奏
招　詞
讃美歌
聖　書

奨　励
祈　祷
頌　栄
祝　祷
後　奏

 奏楽　羽柴　真樹

“What a Friend We Have in Jesus”
Psalm 86：１～１0
　　　　（旧923頁）
"A Good Listener"

（緑色） 215

英語による礼拝

前　奏
招　詞
讃美歌
聖　書

説　教
祈　祷
頌　栄
祝　祷
後　奏

 奏楽　松浦　光子

（灰色） 561
イザヤ 2：1～5
　　　 （旧1063頁）
「世界で一番つよい国」

（灰色） 27

説教　森島　　豊
　　　 （大学宗教主任）

前　奏
招　詞
讃美歌
聖　書

説　教
祈　祷
頌　栄
祝　祷
後　奏

 奏楽　越川伊豆美

（茶色） 187
マタイ 25：1～13
　　　　  （新49頁）
「賢い命の使い方」

（茶色） 544

司式　シェロ  マイク
説教　長山　信夫
　　　  （銀座教会牧師）

前　奏
招　詞
讃美歌
聖　書

説　教
祈　祷
頌　栄
祝　祷
後　奏

 奏楽　坂戸　真美

「神をたたえ人に仕え」
使徒言行録 20：32～35
　　　　（新255頁）
「イエスの名によって」

（茶色） 543

創立記念礼拝
司式　藤原　淳賀
奨励　山本与志春
　　　 （青山学院常務理事）

前　奏
招　詞
讃美歌
聖　書

奨　励

祈　祷
頌　栄
祝　祷
後　奏

 奏楽　堀井美和子

（茶色） 461
マタイ 5：43,44
　　　　　 （新8頁）
「しなやかに
　　　  夢を生きる」

（茶色） 540

創立記念礼拝


